
令和２年 第１回 定例会

第64号
2020.4.20 発行

特集
高校生×議会

かけはし

定例定例定例定例定定定定定定例定例定例定例定定例定定定定定定定例会の会のの報告報告報告報
議議議議議員議員議議議議議議議議員議議 注目目目注目目！新！新！！！！！！ 年度年度年度年度年度予算予予算

かけはしになれる議会 親しまれる議会を目指して



野
村
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら

■
古
着
を
可
燃
ご
み
で
は
な
く
、
古
着
回
収
の

日
に
捨
て
る
こ
と
で
経
費
削
減
に
つ
な
が
る

の
で
、
市
民
に
さ
ら
な
る
啓
発
を
し
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

■
市
内
に
小
児
科
が
１
カ
所
し
か
な
く
、
多
く

の
人
が
市
外
の
病
院
を
受
診
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
る
環
境
を
整
え
る

た
め
に
、
対
応
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

■
介
護
職
の
待
遇
に
つ
い
て
、
重
労
働
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
給
料
が
低
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

宇
和
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら

■
れ
ん
げ
ま
つ
り
の
集
客
に
つ
い
て
、
高
校
生

と
の
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
前
夜
祭
花
火
、
ま
つ

り
当
日
の
動
画
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
地
元
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
へ
の
協
力
依
頼
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
Ｐ
Ｒ
を
確
立
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

■
学
校
行
事
と
の
日
程
調
整
、
自
転
車
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
送
迎
バ
ス
の
増
便
、
仮
設

ト
イ
レ
の
増
設
な
ど
で
、
若
年
層
の
集
客
を

図
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

イ
ベ
ン
ト
で
発
生
す
る
ご
み
に
つ
い
て

は
、
宇
和
高
校
Ｖ
Ｙ
Ｓ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、

ご
み
箱
の
増
設
で
対
応
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

特集　高校生 × 議会

三瓶高校の皆さん 野村高校の皆さん 宇和高校の皆さん
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●
１
月
14
日
事
前
打
ち
合
わ
せ

市
内
の
三
瓶
、
野
村
、
宇
和
の
３
つ
の
高
校

生
計
18
名
と
、
引
率
の
先
生
が
議
場
に
集
合
。

議
場
を
見
学
し
た
あ
と
、
高
校
ご
と
に
、
教

育
や
防
災
関
係
、
福
祉
医
療
・
環
境
関
係
、
産

業
や
建
設
関
係
な
ど
の
３
つ
の
分
野
の
テ
ー
マ

を
持
ち
寄
り
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
市
議
会
の
３
つ
の
委

員
会
に
分
か
れ
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

●
１
月
21
日
本
番

本
会
議
を
再
現
す
る
た
め
に
、
各
高
校
生
徒

が
議
員
席
に
、
各
校
引
率
の
先
生
と
議
員
が
傍

聴
席
に
着
い
て
開
会
。

持
ち
寄
っ
た
テ
ー
マ
を
議
案
と
し
て
、
各
委

員
会
に
分
か
れ
て
、
生
徒
、
議
員
で
お
互
い

に
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ま
と

ま
っ
た
内
容
を
提
言
と
し
て
、
議
場
に
て
各
校

生
徒
の
代
表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

●
市
へ
の
提
言

　
三
瓶
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら

■
三
瓶
で
は
避
難
所
へ
の
津
波
の
案
内
看
板
が

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
観
光
で
来
た
人
や
釣

り
客
も
多
い
の
で
、
案
内
板
は
し
っ
か
り
と

つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

■
須
崎
海
岸
の
道
路
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
方

の
行
き
来
が
大
変
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
道

路
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
車
椅
子
の
方
も

楽
に
行
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
校
生
と
議
会
と
の

意
見
交
換
会

　議会は何をしているところなのだ
ろう・・・
　市にこういうことをしてほしい
　三校合同プロジェクトの一環とし
て「高校生と議会との意見交換会」
を初めて開催しました。
　その内容を紹介します。

特 集

特集　高校生 × 議会
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
市
単
独
で

経
営
支
援
を
行
い
ま
す

Pick up
1

●
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
国
の
融
資
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
決
定
し
た
事
業
者
に
対
し
て
、

西
予
市
商
工
会
を
窓
口
に
、
融
資
額
の
３
分
の
１
、
上
限
50
万
円
を

補
助
金
と
し
て
支
給
す
る
。

定例会

〈
議
案
第
64
号

一
般
会
計
補
正
予
算
〉

令和2年度主な新規事業
●復興まちづくりシンポジウム事業 505万円

●小規模多機能自治活動拠点施設整備事業 402万円

●水利施設等保全高度化事業 500万円

●野村地区都市再生整備計画事業 600万円

●明浜観光交流拠点施設管理運営事業 750万円

野
村
地
域
中
心
部
の
肱
川
両
岸
再
生

整
備
を
行
い
ま
す

Pick up
２　

肱
川
左
岸
で
の
都
市
再
生
整
備
計
画
策
定
を
行
う
。

　
肱
川
右
岸
に
つ
い
て
は
、
用
地
を
購
入
し
、
道
路
・
多
目
的
広
場
・

公
園
等
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

〈
議
案
第
39
号

一
般
会
計
予
算
〉
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定例会

第１回定例会の議案は　　　

令和2年度当初予算 ………………………… 11件
令和元年度補正予算 ………………………… 14件
条例制定 …………………………………………2件
条例改正 ……………………………………… 21件
条例廃止 …………………………………………3件
契約案件 …………………………………………4件
財産の譲渡・貸付 ………………………………8件
計画の変更 ………………………………………2件
専決処分の承認 …………………………………1件
請願（継続審査分） ………………………………1件
議員提出議案 ……………………………………2件

今号では、その中から３つをPick up

●
第
１
回
定
例
会

令和2年度予算総額 512億 618万円
一般会計 303億 400万円
特別会計合計（5会計） 125億 7590万円
〇育英会奨学資金貸付特別会計 2980万円

　〇国民健康保険特別会計 億5622万円53億
　〇後期高齢者医療特別会計 億7068万円6億
　〇介護保険特別会計 61億 4960万円61億 4960万
　〇農業集落排水事業特別会計 3億 6958958万3億 円円

公営企業会計（5会計） 83億 2627万円
〇水道事業会計 11億 8552万円11億 円2万円

　〇簡易水道事業会計 1億 6962万円1 万円
　〇公共下水道事業会計 億8384万円8億 円
　〇病院事業会計 54億 6753万円54億 円
　〇野村介護老人保健施設事業会計 6億 1974万6億 円円

※金額は、万円未満切り捨てのため、合計が一致しない場合がありま計が一致しない場合があります。

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
予
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
期

２
月
26
日
〜
３
月
18
日

会
議
期
間

22
日
間

令
和
２
年
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議案の審議結果

令和２年第１回西予市議会定例会　議決結果表
 ( 令和 2年 2月 26日～ 3月 18日）

議案番号 件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

林道古屋敷線 (遊子谷地区 )災害復旧工事請負契約について 3月 3日 原案可決

議案第２号 西予市再生可能エネルギー発電施設の適正な設置及び維持管
理に関する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第３号 西予市県条例水道等基金条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第４号 西予市監査委員条例等の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第５号 西予市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制
定について 3月 18日 原案可決

議案第６号 西予市職員定数条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第７号 西予市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例
制定について 3月 18日 原案可決

議案第８号 西予市非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を
改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第９号 西予市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条
例制定について 3月 18日 原案可決

議案第10号 西予市財産の交換、譲与、無償貸付け等に関する条例の一部
を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第11号 西予市生活交通バス条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第12号 西予市公民館条例及び西予市支所及び出張所設置条例の一部
を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第13号 西予市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条
例制定について 3月 18日 原案可決

議案第14号 西予市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第15号 西予市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第16号 西予市小集落改良住宅管理条例の一部を改正する条例制定に
ついて 3月 18日 原案可決

議案第17号 西予市農村改善センター条例の一部を改正する条例制定につ
いて 3月 18日 原案可決

議案第18号 西予市営土地改良事業分担金徴収条例及び西予市県営土地改
良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第19号 西予市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第20号 西予市給水条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第21号 西予市病院事業職員の諸手当に関する条例の一部を改正する
条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第22号 西予市野村介護老人保健施設つくし苑職員の特殊勤務手当に
関する条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第23号 西予市乙亥の里条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第24号 西予市野村公会堂条例を廃止する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第25号 西予市宇和町農林業振興基金条例を廃止する条例制定につい
て 3月 18日 原案可決

議案第26号 西予市社会教育指導員設置条例を廃止する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第27号 第２次西予市総合計画基本構想の変更について 3月 18日 原案可決

議案第28号 令和元年度西予市一般会計補正予算 (第８号 ) 3月 3日 原案可決

議案第29号 令和元年度西予市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算
(第２号 ) 3月 3日 原案可決

議案第30号 令和元年度西予市国民健康保険特別会計補正予算 (第３号 ) 3月 3日 原案可決

議案第31号 令和元年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算(第４号) 3月 3日 原案可決

議案第32号 令和元年度西予市介護保険特別会計補正予算 (第４号 ) 3月 3日 原案可決

議案第33号 令和元年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算
(第４号 ) 3月 3日 原案可決

議案第34号 令和元年度西予市簡易水道事業特別会計補正予算 (第２号 ) 3月 3日 原案可決

議案第35号 令和元年度西予市公共下水道事業特別会計補正予算(第４号) 3月 3日 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

令和元年度西予市水道事業会計補正予算 (第２号 ) 3月 3日 原案可決

議案第37号 令和元年度西予市病院事業会計補正予算 (第２号 ) 3月 3日 原案可決

議案第38号 令和元年度西予市野村介護老人保健施設事業会計補正予算
(第３号 ) 3月 3日 原案可決

議案第39号 令和２年度西予市一般会計予算 3月 18日 原案可決

議案第40号 令和２年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計予算 3月 18日 原案可決

議案第41号 令和２年度西予市国民健康保険特別会計予算 3月 18日 原案可決

議案第42号 令和２年度西予市後期高齢者医療特別会計予算 3月 18日 原案可決

議案第43号 令和２年度西予市介護保険特別会計予算 3月 18日 原案可決

議案第44号 令和２年度西予市農業集落排水事業特別会計予算 3月 18日 原案可決

議案第45号 令和２年度西予市水道事業会計予算 3月 18日 原案可決

議案第46号 令和２年度西予市簡易水道事業会計予算 3月 18日 原案可決

議案第47号 令和２年度西予市公共下水道事業会計予算 3月 18日 原案可決

議案第48号 令和２年度西予市病院事業会計予算 3月 18日 原案可決

議案第49号 令和２年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予算 3月 18日 原案可決

議案第50号 卯之町「はちのじ」まちづくり整備事業の特定事業契約の変
更について 3月 18日 原案可決

議案第51号 西予市同報系防災行政無線デジタル整備工事 (宇和地区 ) 請
負契約について 2月 26日 原案可決

議案第52号 西予市同報系防災行政無線デジタル整備 (宇和地区 ) に伴う
機器の取得について 2月 26日 原案可決

議案第53号 財産の無償譲渡について 3月 18日 原案可決

議案第54号 西予市部設置条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

議案第55号 新市建設計画の変更について 3月 18日 原案可決

議案第56号 財産の無償貸付について 3月 18日 原案可決

議案第57号 財産の無償譲渡について 3月 18日 原案可決

議案第58号 財産の無償貸付について 3月 18日 原案可決

議案第59号 財産の無償譲渡について 3月 18日 原案可決

議案第60号 財産の無償貸付について 3月 18日 原案可決

議案第61号 財産の無償譲渡について 3月 18日 原案可決

議案第62号 財産の無償貸付について 3月 18日 原案可決

議案第63号 令和元年度西予市一般会計補正予算 (第９号 ) 3月 18日 原案可決

議案第64号 令和元年度西予市一般会計補正予算 (第 10号 ) 3 月 18日 原案可決

議案第65号 令和元年度西予市公共下水道事業特別会計補正予算(第５号) 3月 18日 原案可決

承認第１号 専決処分第７号の承認を求めることについて 2月 26日 原案承認

発議第１号 西予市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 3月 18日 原案可決

意見書案第１号 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書（案）の提出
について 3月 18日 原案可決

請願第２号
（継続審査分） 野村町に温浴施設の存続を求める請願書 3月 18日 趣旨採択

議会報告第１号 西予市地域防災体制特別委員会報告について 3月 18日 報　告

議会報告第２号 西予市指定管理施設調査検討特別委員会報告について 3月 18日 報　告

議員派遣の件について 3月 18日 承　認

表決結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
議
決
結
果

宇
都
宮
久
見
子

信
宮

徹
也

宇
都
宮
俊
文

加
藤

美
香

中
村

一
雅

河
野

清
一

佐
藤

恒
夫

山
本

英
明

竹
﨑

幸
仁

小
玉

忠
重

源

正
樹

井
関

陽
一

菊
池

純
一

中
村

敬
治

二
宮

一
朗

兵
頭

学

小
野

正
昭

宇
都
宮
明
宏

森
川

一
義

藤
井

朝
廣

酒
井
宇
之
吉番　号 件　　　　　　名

議案第50号
卯之町「はちのじ」まちづくり整備事業の
特定事業契約の変更について ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 〇 原案
可決

請願第２号 野村町に温浴施設の存続を求める請願書 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議
長 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 趣旨

採択

（○：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権）　　　　　　　　　　　　　　※議長は採決には加わりません。

賛否の別れた議案です。そのほかの議案に
ついては、全会一致にて可決。
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定例会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
意
見
書
を
採
択
し
、
国
に
提
出

し
ま
し
た

Pick up
3　

国
に
お
い
て
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
地
方
公
共
団

体
や
医
療
関
係
者
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
感
染
防
止

拡
大
に
向
け
、
対
策
を
求
め
る
。

①
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
開
発

②
マ
ス
ク
等
の
医
療
物
資
の
安
定
的
な
供
給
体
制
の
確
立

③
正
確
な
情
報
提
供
と
受
診
方
法
な
ど
の
周
知
徹
底

④
企
業
等
へ
の
支
援
策
、
雇
用
対
策
、
風
評
被
害
対
策

⑤
学
校
の
臨
時
休
業
に
伴
う
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
適
切

な
支
援
策
と
給
食
中
止
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
や
生
産
者
へ

の
支
援
策

⑥
柔
軟
な
働
き
方
へ
の
適
切
な
支
援
、
推
進

⑦
地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
対
策
へ
の
財
政
支
援

全
議
員
が
賛
成
し
、
意
見
書
を
提
出
し
た
。

〈
意
見
書
案
第
１
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
意
見
書
〉

　請願者の心情は十分理解できるが、運営に必要な野村ダムの余剰電力の利用、野村
支所地下水の利用の見通しが立っていない。現実問題として経営が成り立たない。
　これらの理由から、賛成多数で趣旨採択と決定しました。

※趣旨採択とは・・・
願意は妥当であるが、実現性の面で確信がもてないといった場合に不採択もできないとして採られる
請願に対する決定の方法（地方議会運営辞典より）

請願第2号
野村町に温浴施設の存続を求める請願書
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令和２年度予算

ここに注目 !!
ＪＪ
ＲＲＲＲＲ
卯卯卯卯卯卯卯
之之之之之之
町町町町町町町
駅駅駅駅駅駅
前前前前前前

複複複複複
合合合合合合合
施施施施施施施
設設設設設設設
ににににに
期期期期期
待待待待待待

信
宮
信信
宮
信
宮宮宮
徹徹徹徹
也
徹
也
徹徹徹徹徹
也也

信信
宮
徹
宮
徹
也
徹
也

高高高高
齢齢齢
者者者
ににに
寄寄寄寄
りりりり
添添添添添
っっっっっ
たたたたたたた

高
齢
者
にににに
寄
り
添

たたたたた
っ
た

現現現
実実実
施施施
策策策
ををを

現
実
施
策
を

二二
宮
二
宮

朗朗朗朗朗朗

二
宮
一
朗

林林
業業
のののの
施施施
策策策策策
推推推推推推推推推推推
進進進進進
とととと

林
業
の
施
策
推
進
とととと

所所
得得
向向
上上

所
得得
向向
上上上

中
村
中
村
中
村
中
村
中
村
敬
治
敬
治
敬
治治

野
村
地
区区区区
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
のののののののののののの

野
村
地
区
住
環
境
のののののの

改改
善
と
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上

改
善
改
善
とと
向
上上上上上

井
関関関関関
陽陽

井
関
陽
一

子子子子
育育育育
ててて
支支支支
援援援
ををを

拡拡拡拡
充充充充
せせせせ
よよよよ

源源源源

正
樹
正
樹
正
樹
正
樹

復復復復復復
旧旧旧旧旧旧
復復復復復復復復
興興興興興興
にににに

関関関関
すすすすすすす
るるるる
予予予予予予予予
算算算算算算算算

議
長長長

副副
議
長
小小
玉
小
玉
小
玉
小小小
玉玉
忠
重
忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠
重重重重

小
玉
忠忠忠忠
重

第
三
セ
ク
タ
ー
の

改
革
改
善
の
予
算

藤
井
朝朝
廣廣
朝朝
廣
朝
廣廣廣
朝
廣廣廣廣廣
朝
廣
朝
廣廣廣

藤
井
藤
井
朝
井
朝朝
廣

災災
害害害
復復復復
旧旧旧
事事事
業業業

予予
算算
にににに
つつつ
いいい
ててて

森
川
森森
川川川
一
義
一
義
一
義
一
義
一
義
一
義義

わわわわ
かかかかか
りりり
やややや
すすす
いい

伝伝伝伝
ええええ
方方方方
ののの
追追追
及及

宇
都
宇
都都都
宮
明明明明明明明明
宏宏宏宏

宇宇
都都
宮
明明
宏

復
興
へ
のの
取取
りり
組組組
みみみみみみ
にににににににに

つ
い
て

兵
頭

学学学学学学学学
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新年度予算ここに注目！

自自自
主主主主
防防防防防防防
災災災災災災災
組組組組組組
織織織織織織織織
のののののの

育育育
成成成成

中
村
中
村
中
村
中中
村村村
一
雅
一
雅
一
雅
一
雅雅雅雅

福福福福福福
祉祉祉祉祉
ののののののの
充充充充充充充
実実実実実実実実実実

加
藤
加
藤
加
藤
加加
藤
加
藤藤藤藤
美
香
美
香
美
香
美
香
美
香
美
香
美
香
美
香
美
香香

子子子子子
どどど
もももももも
たたたたたたたた
ちちちちちちちち
にににににに

子
ど
も
た
ちちちちち
ににに
ち
に

明明明明明
るるるるる
いいいい
未未未未未未未未未
来来来来来来来来来
をををををををを

明
る
い
未
来
をををををを

宇
都
宇
都
宇
都
宇
都
宇
都
宇宇
都
宇
都
宇宇
都都都
宮
俊
宮
俊
宮宮
俊
宮宮
俊
宮
俊俊俊
文文文文文文文文

小小小
規規規
模模
多多多多多
機機機機機機機機
能能能能能能能能
自自自自
治治治治治治

セセセ
ンンン
タタタタタタタ
ーーーーーーーー
化化化化化化化

宇
都
宇
都
宇宇宇
都
宇

宮
久
宮
久
宮

見
子
見
子
見
子
見
子子

令令令令
和和和
２２２２
年年年年年
度度度度
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初

予予予予予予
算算算算算
ババババ
ラララ
ンンンンンン
ススススススススススススススススススス
ははははは

議
長
議
長
議
長
菊
池
菊
池
菊
池
純純純

菊
池
菊
池
純
池
純
一

高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者
介介介介介介介
護護護護護護護護
のののののののののの

今今今今今今今今
後後後後後後後
ににににににに
期期期期期期
待待待待待待待

山
本
山
本
山
本
山山
本
山山
本
英
明
英
明
英
明
英英英
明
英
明
英
明明

防防防防防防
災災災災災災
減減減減減減
災災災災
対対対対
策策策策策策策策

事事事事事事
業業業業業業
のののの
推推推推
進進進進進

佐
藤
佐
藤
佐
藤
佐

恒
夫
恒
夫
恒
夫
恒
夫夫夫

担担担担担
いいいいい
手手手手手手
育育育育育育
成成成成成成
支支支支支支
援援援援

事事事事事
業業業業業業
にににににに
期期期期期期
待待待待待待

河
野
河
野
清清

河
野野
清
一

高高高高高
校校校校校校校
魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力力力力
化化化化化化化化化化化化化
とととととととと

公公公公公公公
営営営営営営営
塾塾塾塾塾塾塾塾
ににににににににににににににに
期期期期期期期期期
待待待待待待待待待待待
をををををををを
！！！！！！竹﨑竹﨑竹﨑竹﨑竹竹

幸
仁
幸
仁
幸
仁
幸
仁
幸
仁
幸
仁
幸幸
仁
幸
仁

竹竹
﨑﨑
幸
仁
幸
仁

老老老老老
人人人人人
クククククク
ララララ
ブブブブブブブ
入入入入入入入
会会会会会会会

３３３３３
００００００
０００００
円円円円円円
のののののののの
補補補補補補補
助助助助助助
制制制制制制
度度度度度度度度

酒
井
酒
井
酒
井井井
宇
之
宇
之
宇
之
宇
之
宇
之
宇
之
吉吉吉吉吉

的的的的的的的
確確確確確
ななななななな
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算
かかかかかか
！！！！

費費費費費費費費
用用用用用
対対対対対対対
効効効効効効効
果果果果果果
はははははははは
？？？？？？？？

小
野
小小
野
小
野
小
野
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
昭昭

小
野
正
昭
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24
件
の
議
案
を
審
査

Q
西
予
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設

の
適
正
な
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

委
員
か
ら
の
意
見

現
在
、
設
置
場
所
や
住
民
感
情
な
ど
様
々

な
問
題
が
あ
る
が
、
一
方
で
原
発
30
キ
ロ
圏

内
に
位
置
し
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
説
明
の

趣
旨
に
沿
っ
た
条
例
名
や
目
的
を
設
定
す
る

な
ど
、
市
民
が
理
解
し
や
す
い
条
例
に
す
る

べ
き
で
あ
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

自
然
環
境
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
設
置
事
業
と
の
調
和
を
目
指
し
て
い
る

自
治
体
は
多
く
あ
り
、
引
き
続
き
研
究
し
条

例
制
定
を
第
一
歩
と
し
て
、
今
後
状
況
に
応

じ
て
改
正
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

Q
被
災
者
見
守
り
・
相
談
支
援
事
業
は
、
い

つ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
る
の
か

A
今
後
、
災
害
公
営
住
宅
や
新
た
に
家
を
建

設
さ
れ
、
仮
設
住
宅
か
ら
移
ら
れ
た
方
な
ど

●
厚
生
常
任
委
員
会

に
つ
い
て
も
地
域
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
が
出
来
る
限
り
訪
問
を
継
続
し
て
行

う
よ
う
努
め
る
。

た
だ
し
、
国
の
補
助
事
業
で
あ
り
、
い
つ

ま
で
継
続
さ
れ
る
か
不
透
明
で
あ
る
。
将
来

的
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

地
域
で
支
え
て
い
く
支
援
に
つ
な
げ
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
る
。

Q
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
技
能
実
習
生
受
け
入
れ

の
見
通
し
は

A
令
和
元
年
度
中
に
技
能
実
習
生
の
受
け
入

れ
を
予
定
し
て
い
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
に

お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
人

が
集
ま
る
場
所
を
規
制
さ
れ
、
入
国
前
の
研

修
が
遅
れ
て
い
る
。
令
和
２
年
６
月
頃
を
目

標
に
進
め
て
い
る
。

Q
無
償
譲
渡
さ
れ
る
ク
ア
テ
ル
メ
宝
泉
坊
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
税
は
徴
収
す
る
の
か

A
ロ
ッ
ジ
な
ど
を
含
め
年
間
約
２
６
６
万
円

の
固
定
資
産
税
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
が
、

譲
渡
後
３
年
間
は
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置

を
行
う
。

委員会審査

再生可能エネルギー太陽光発電施設（宇和町）
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委員会審査

委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
よ
り
詳
し
く
担
当
部
署
か
ら
説
明
を
受
け
、
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

20
件
の
議
案
を
審
査

Q

部
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
ど
こ
が
変

わ
る
の
か

A

総
務
企
画
部
を
総
務
部
と
政
策
企
画
部

に
分
け
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
小
規

模
多
機
能
自
治
及
び
地
方
創
生
な
ど
、
最

優
先
課
題
で
あ
る
復
旧
・
復
興
に
係
る
施

策
、
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た
人
口
減
少

対
策
、
地
域
の
活
性
化
を
効
率
的
か
つ
強

力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
組
織
機
構
の
見

直
し
を
行
う
。

政
策
企
画
部
に
新
設
さ
れ
る
地
域
づ
く

り
活
動
セ
ン
タ
ー
推
進
室
は
、
室
長
は
課

長
補
佐
が
兼
務
し
、
専
任
は
係
長
と
係
員

の
３
名
体
制
の
予
定
で
あ
る
。

Q

野
村
支
所
庁
舎
建
設
の
設
計
変
更
は

A

支
所
庁
舎
の
再
設
計
の
経
緯
は
、
県
の

水
位
周
知
河
川
の
指
定
に
伴
い
示
さ
れ
た

浸
水
想
定
に
対
応
す
る
も
の
と
、
野
村
地

区
の
市
政
懇
談
会
の
折
に
も
要
望
と
し
て

挙
が
っ
て
い
た
意
見
を
反
映
し
、
現
段
階

で
は
、
建
物
の
み
の
３
．
５
メ
ー
ト
ル
の

●
総
務
常
任
委
員
会

か
さ
上
げ
と
し
て
い
る
。

４
施
設
の
複
合
施
設
と
な
り
、
市
民
に

と
っ
て
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
に
な
る
よ

う
、
各
関
係
機
関
等
と
十
分
に
協
議
し
、

設
計
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

Q

生
徒
国
際
交
流
事
業
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
い
つ
頃
、
何
人
ぐ
ら
い
来
ら

れ
る
の
か

A

４
月
予
定
で
話
を
進
め
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

の
た
め
、
時
期
も
人
数
も
未
定
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
28
年
度
受
け
入
れ
の
際
に
は

13
名
で
あ
っ
た
。

Q

小
学
校
の
外
国
語
の
授
業
は
、
ど
の
程

度
の
時
間
行
わ
れ
て
い
る
の
か

A

令
和
２
年
度
か
ら
、
小
学
３
、４
年
生

は
、
外
国
語
活
動
と
し
て
、
週
１
コ
マ
の

35
時
間
、
５
、６
年
生
は
、
外
国
語
科
と

し
て
、
週
２
コ
マ
の
70
時
間
の
授
業
を
行

う
。

委員会審査の様子
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西
予
市
全
体
の
防
災
体
制
の
在
り

方
を
調
査
研
究
し
て
き
た
。

三
瓶
町
の
常
備
消
防
は
八
幡
浜
地

区
施
設
事
務
組
合
が
所
管
し
て
お
り
、

八
幡
浜
市
長
に
指
揮
命
令
権
が
あ
る
。

一
方
、
非
常
備
消
防
（
消
防
団
）
は

西
予
市
長
に
指
揮
命
令
権
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
指

揮
命
令
系
統
が
混
乱
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。
解
決
策
と
し
て
常
備
消
防

の
広
域
化
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て

き
た
が
、
広
域
化
は
望
め
な
い
と
の

結
論
に
到
り
、
同
事
務
組
合
か
ら
の

脱
退
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

近
年
、
大
規
模
災
害
が
起
こ
る
頻

度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
消
防
組
織

や
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
が
増
し

て
い
る
。「
西
予
市
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
を
策
定
し
、
豪
雨
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
と
防
災
対
策
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
野
村
ダ
ム

の
新
た
な
操
作
規
則
を
考
慮
し
た
避

難
勧
告
・
避
難
指
示
の
見
直
し
や
周

知
方
法
を
改
善
し
た
防
災
行
動
計
画

●
地
域
防
災
体
制
特
別
委
員
会
報
告
●

を
作
成
し
、
野
村
地
区
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
る
。

全
面
改
定
を
予
定
し
て
い
る
総
合

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
に
大
き

な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
が
令
和
２
年
度
で

完
成
し
、
全
世
帯
設
置
に
向
け
て
啓

発
を
行
う
。

市
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
、
さ

ら
な
る
防
災
体
制
の
確
立
と
防
災
意

識
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

市
が
所
有
す
る
指
定
管
理
施
設
で

あ
る
第
３
セ
ク
タ
ー
及
び
指
定
管
理

施
設
の
運
営
や
今
後
の
方
向
性
等
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
、
市
内
施
設
の
現
地
調
査
、
先

進
地
視
察
な
ど
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
き
た
。

管
理
運
営
状
況
等
を
把
握
す
る
べ

く
、
市
内
26
ヵ
所
の
指
定
管
理
施
設

に
つ
い
て
３
日
間
に
わ
た
り
、
行
政

担
当
者
か
ら
意
見
聴
取
や
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。

11
月
に
は
新
潟
県
上
越
市
で
、
第

３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
の
健
全
化
、
公

共
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
研
修

を
受
け
、
多
種
多
様
な
現
地
施
設
を

視
察
し
て
研け

ん

鑽さ
ん

を
深
め
た
。

12
月
に
は
、
市
内
指
定
管
理
施
設

の
現
地
視
察
を
行
い
、
現
状
や
課
題
、

経
営
状
況
等
の
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

改
選
後
も
こ
の
特
別
委
員
会
を
継

続
設
置
し
て
、
引
き
続
き
指
定
管
理

者
の
施
設
運
営
、
健
全
経
営
状
況
を

監
視
し
て
い
く
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
施
設
を
継
続
運
営

●
指
定
管
理
施
設
等
調
査
検
討
特
別
委
員
会
報
告
●

し
て
い
く
た
め
に
、
民
間
の
力
を
借

り
民
間
へ
の
譲
渡
や
貸
付
、
統
廃
合

等
の
、
手
法
も
含
め
て
の
英
断
も
必

要
で
あ
る
と
行
政
側
に
進
言
す
る
方

向
性
で
ま
と
ま
っ
た
。

委員会報告

西予市消防署

東宇和農協堆肥センター（城川町）
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22
件
の
議
案
を
審
査

Q

市
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
の
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の

補
助
金
に
対
す
る
費
用
対
効
果
は

A

市
内
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
入
り
込
み

客
数
は
６
万
３
０
０
０
人
で
、
１
人
当
た

り
大
体
１
５
０
０
円
の
消
費
と
計
算
し
て

９
４
５
０
万
円
の
効
果
が
あ
っ
た
。

Q

文
化
の
里
卯
之
町
の
街
並
み
周
辺
の
管

理
運
営
事
業
、
今
年
度
の
事
業
内
容
は

A

中
町
広
場
の
整
備
を
９
月
か
ら
令
和
３

年
３
月
ま
で
の
予
定
と
し
て
、
耐
震
性
貯

水
槽
新
設
工
事
、
敷
地
造
成
等
広
場
の
整

備
工
事
を
行
う
。

Q

危
険
空
家
除
却
事
業
の
実
績
は

A

令
和
元
年
度
受
け
付
け
83
件
の
う
ち
59

件
が
対
象
、
実
施
済
み
が
33
件
で
あ
る
。

な
お
、
令
和
元
年
度
へ
の
繰
越
明
許
が

10
件
あ
っ
た
た
め
、
93
件
を
受
け
付
け
た

中
で
、
補
助
対
象
と
し
て
事
業
実
施
し
た

の
は
43
件
で
あ
っ
た
。

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会Q

三
瓶
町
朝
立
の
道
路
維
持
修
繕
事
業
の

工
期
と
工
法
は

A

工
期
は
令
和
２
年
４
月
以
降
実
施
で
概

ね
６
カ
月
の
予
定
で
あ
る
。
工
法
は
カ

ラ
ー
舗
装
か
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
変

更
し
、
排
水
性
を
高
め
る
よ
う
側
溝
を
含

め
、
全
面
改
修
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q

農
地
利
用
状
況
調
査
に
活
用
す
る
シ
ス

テ
ム
開
発
導
入
の
内
容
は

A

Ｇ
Ｉ
Ｓ
及
び
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
対
象
農
地
が
的
確
に
迅
速
に
特
定
で

き
、
調
査
地
の
重
複
な
ど
も
な
く
な
り
、

作
業
時
間
の
短
縮
・
効
率
化
が
見
込
ま
れ

る
。

委員会審査

委員会審査の様子
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認
定
林
業
事
業
体
に
つ
い
て

Q

森
林
整
備
の
実
行
部
隊
で
あ

る
認
定
林
業
事
業
体
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A

市
内
に
５
事
業
体
あ
る
が
、

林
業
従
事
者
も
会
社
も
全
く
足

り
て
い
な
い
。
今
年
度
か
ら
森

林
産
業
推
進
協
議
会
を
発
足
し

対
応
を
始
め
た
。
こ
の
中
で
市

内
の
立
派
な
木
を
高
く
買
っ
て

も
ら
う
施
策
を
練
っ
て
い
る
。

山
田
ヒ
ノ
キ
は
日
本
一
の
ヒ
ノ

キ
だ
と
思
っ
て
お
り
関
東
圏
の

富
裕
層
に
買
っ
て
い
た
だ
く
段

取
り
を
し
て
い
る
。

松
葉
城
跡
と
黒
瀨
城
跡
の
史
跡
指
定

に
つ
い
て

Q

調
査
に
早
く
着
手
し
て
市
や

県
の
史
跡
指
定
が
受
け
ら
れ
な

い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
に
つ

い
てQ

患
者
が
発
生
し
た
場
合
の
市

民
の
安
全
安
心
の
確
保
は

A

正
し
い
情
報
を
提
供
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
不
安
等
の
解
消

に
つ
い
て
努
め
、
県
、
保
健
所
、

近
隣
市
町
と
緊
密
な
連
絡
を
図

り
、
的
確
な
対
策
に
よ
り
感
染

拡
大
を
抑
制
し
、
市
民
の
生
命

及
び
健
康
保
護
、
生
活
や
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る

よ
う
努
め
る
。

集
会
所
に
つ
い
て

Q

集
会
所
の
設
置
目
的
、
現
状

は

A

集
会
所
は
地
域
が
主
体
と
な

り
、
管
理
運
営
を
行
い
、
住
民

相
互
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ
て
お
り
、
設
置
の
歴
史
は

各
町
で
異
な
っ
て
い
る
。
総
数

は
２
７
８
棟
で
、
明
浜
町
12
棟
、

宇
和
町
88
棟
、
野
村
町
１
２
０

棟
、
城
川
町
53
棟
、
三
瓶
町
５

棟
で
あ
る
。
１
棟
当
た
り
の
世

帯
数
が
、
１
桁
か
ら
４
０
０
世

帯
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は

未
登
記
で
、
土
地
の
多
く
は
市

名
義
で
あ
る
が
個
人
名
義
の
も

の
も
あ
る
、
借
地
賃
料
等
の
有

無
は
把
握
し
て
い
な
い
。
耐
震

は
半
数
近
く
な
く
、
不
安
を
耳

に
し
て
お
り
、
今
後
の
人
口
減

少
に
伴
い
集
会
所
の
在
り
方
も

検
討
し
て
い
く
。

A

史
跡
指
定
に
は
相
当
の
時
間

と
予
算
と
人
員
が
必
要
で
、
ま

ず
は
先
行
し
て
い
る
古
代
ロ
マ

ン
の
里
構
想
を
継
続
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
古
代

と
あ
わ
せ
、
中
世
・
近
世
な
ど

の
幅
広
い
時
代
も
、
市
民
の
機

運
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
皆
様
と
共
に
行
政
も
一
緒

に
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
し
か

る
べ
き
体
制
を
構
築
し
た
上
で

計
画
的
に
取
り
組
み
た
い
。

中村　敬治

一般
質問

酒井　宇之吉

一般
質問

築46年になる大浦集会所（明浜町俵津）

宇和原木市場（宇和町加茂）

一般質問
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新
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ

い
てQ

見
直
し
の
内
容
は

A

市
内
二
次
救
急
集
約
の
時
期

を
令
和
４
年
４
月
と
す
る
。
ま

た
、
病
床
数
を
人
口
減
少
に
よ

る
患
者
数
減
少
な
ど
に
よ
り
見

直
し
、
野
村
病
院
の
病
床
数
を

一
部
減
少
す
る
。

二
次
救
急
に
つ
い
て
、
平
日

昼
間
の
野
村
病
院
で
の
受
け
入

れ
は
継
続
す
る
。
休
日
及
び
夜

間
に
つ
い
て
は
、
両
病
院
が
協

力
し
て
、
西
予
市
民
病
院
に
お

い
て
、
西
予
市
休
日
・
夜
間
二

次
救
急
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
と

し
て
運
用
す
る
。

●
代
表
質
問

●
一
般
質
問
み
な
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

Q

バ
ス
停
ま
で
行
く
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
が
、
買
い
物
や
病

院
に
行
く
手
段
と
し
て
、
細
や

か
な
支
援
は
で
き
な
い
か
。

A

公
共
交
通
機
関
の
利
用
の
促

進
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、

介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
を
活
用
し
た
、
地
域
で
つ

く
る
住
民
主
体
の
移
動
・
外
出

支
援
を
検
討
す
る
。

地
域
再
生
に
つ
い
て

Q

市
長
の
二
期
目
へ
の
挑
戦
に

あ
た
り
、
市
民
と
共
鳴
で
き
る
、

生
活
に
密
着
感
の
あ
る
政
策
が

肝
要
で
は
な
い
か

A

仕
事
づ
く
り
で
は
、
西
予
市

産
ヒ
ノ
キ
の
販
売
と
、
林
業
の

川
上
か
ら
川
下
の
連
携
を
強
化

し
、
自
伐
林
家
の
育
成
に
取
り

組
む
。

人
づ
く
り
で
は
、
安
心
し
て

子
育
て
が
出
来
る
支
援
体
制
を

充
実
強
化
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
公
民
館

を
地
域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー

へ
と
変
更
し
、
地
域
の
課
題
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
地
域
で
活

動
に
取
り
組
む
。

会派こころざし

二宮　一朗

代表
質問

空
家
等
対
策
に
つ
い
て

Q

危
険
空
家
に
つ
い
て
、
行
政

代
執
行
が
必
要
で
は
な
い
か

A

令
和
２
年
度
１
件
、
特
定
空

家
等
の
認
定
を
計
画
し
て
お
り
、

行
政
代
執
行
を
進
め
る
予
定
で

あ
る
。

所
有
者
が
特
定
さ
れ
て
い
る

危
険
空
家
に
つ
い
て
は
、
除
却

事
業
を
行
う
な
ど
の
助
言
・
指

導
を
継
続
す
る
。

源　　正樹

一般
質問

空家の適正管理を

代表質問

高齢者にやさしい公共交通を
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５
月
改
選
に
あ
た
り
、
今
期
最

後
の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
し

た
。
特
集
を
２
・
３
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
表
紙
と
関
連
付
け
る
事
や
、

委
員
会
報
告
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え

る
な
ど
、
少
し
で
も
見
や
す
く
興

味
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
紙
面

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

お
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。井

関

陽
一

委

員

長

副
委
員
長

委

員

信
宮

徹
也

山
本

英
明

宇
都
宮
久
見
子

宇
都
宮
俊
文

中
村

一
雅

源

正
樹

井
関

陽
一

◎
編　

集　

委　

員

●私の将来の夢は、保育士です。小さい子

と遊んだり、子守りをしたりするのが好き

だからです。家に小さい兄弟がいます。お

やつを作ってあげたりいっしょに散歩した

りします。将来のためにもっと子守りをが

んばりたいです。そして、みんなに頼られ

る保育士になりたいです。（武田　恋）

●私の将来の夢は、獣医です。私の家では

犬とねこを飼っています。よく遊んだり散

歩したりします。それで動物が好きになり

ました。2年生のときに国語で「どうぶつ

えんのじゅうい」を勉強して獣医の仕事が

かっこいいと思うようになりました。獣医

になってたくさんの動物の命を助けたいで

す。（有間 咲礼）

武
た け だ

田 恋
れん

さんと有
あ り ま

間 咲
さ ら い

礼さん

きかせて！あなたの夢
　西予市の小学生が夢を語るコーナーです。今回は野村町の大野ヶ原小学校６年生の２人に語っ
てもらいます。

　令和元年 11月に市内 6地区で開催した市民

と議会との意見交換会での市民の皆さんからの

ご意見を、提言書にまとめて市長に提出しまし

た。

　この提言書には議会だより2.3 ページに掲載

の「高校生との意見交換会」での提言も内容に

含めて提出しています。
令和2年 3月 18日左から

兵頭委員長・管家市長・菊池議長・佐藤副委員長

議会レポ ート


